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0

鉱
砬
れ
ら
れ
、た
各 

は
之
に
大
.な
4
惯
値

^ ,
認
，

6

る
，̂
の
で
ぁ
を
。
之
に
反 

し
供
給
が
取
加
す
る
匕
き
‘は
與
へ
ら
れ
た
る
量
に
對
す

. 

る
«
道
は
減
少

1

?
換
言
す
.れ
ば
彼
は
'こ
れ

R
小
な
る

. 

價
値
を
認
む

4
紀
の
.で
ぁ
る
^

(

»
.七)

.加
之
彼
は
欲 

盟

0 ,
彈
办
を
發
條
の
奋
れ
：に
^
Lx
fe
5
食
物
に
.對

1:
:
焱 

欲
蕻
は

«
條

に

喩

ふ

べ

ぎ
!>
;

奴f

あ

る
':
°
.
卷

か

れ

た

る
 

發
倐
は
擗
延
せ
.ん
6
す
る
：大
贫
る
傾
向
を
有
す
る
如
の 

で
ぁ
る
。’：.然
し
此
櫥
延
せ

^
を
す
を
傾
向
は
發
條
：の
鑛
：
 

:延
ビ
共
に
漸
く
減
少
し
て
遂
に

ft
全
く
.失
は
る
、
も

の 

で

办

る

(

註
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>

:
ご
の
こ
ビ
た
る
や
各
の
財
に
就
い
て
眞
た
る
の
み
で 

:な
c
>
即
ち
同
一
■の
財
が
供
給
の
增
加
に
l;
k

で
*

^

:

の
度
^.
減
ず
る
の
み
な
ら
^

、n
各
財
ね
歸
せ
る
相
對
的
. 

重
要
も
變
化
す
る
も
の
で
紀
ぢ「

人
間
0
各
種
の
欲
望
.
. 

は
何
れ
も
食
物
に
對
す
る
欲
蔚
0;
如
く
發
條
に
此
ぜ
ら. 

る
ベ
；き
も
の
で
あ
る
で：

此
比
*

に
於
て
各
の
欲
望
^

各 

の

差

異
I;
從
グ
て
諸
々
の
力
の
發
條
ぬ
乂
ケ
て
示
妒
る

I

ィ
'

ト
敎
授
’ 

-

*
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、
で
，あ
各
5
。
‘人
間
.の
座
存
に
'紙
對
的
に
必
耍
な
6
ざ
- 

る
食
_
燃
料
等
化
對
す
る
欲
鐵
を
示
す
に
は
此
較
的
に

II
S
發

條

で

葡

t
あ

影

。
人
爲
的
欲
擊art
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l
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:
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赴
ん
な
らg

®

人
は
*
强
度
に
m

o
て
夫
 々

一
％
强
^,
.の
.發
懷
£
£坩
す
る
^;
ミ
が
出
來
る
。」
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註
九
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,
發
條
?:
,比
#

^
ふ
^
味
一
,
1つ
の
方
法
が
あ
る
、
例
へ 

,ば
時
計
の
主
發
條
が
渦
狀
發
餘
ょ
b
:强
ぃ
匕
云
ふ
：が
如 

| 

く
絕
對
的
に
比
較
す
f

」

。
も
[«
,來

る

。

又

.例

へ

ば

時
 

|

訊
が
体
丘
せ
ん
と
す

&

時
主
殲
條
の
彈
カ
は
も
は
や
無 

| 

く

な

つ

：た
i

ふ

ぐ

條

#

の
變̂

せ
る
下
に
於
け 

|

る
^
張
力
を
比
較
ず
る
V

I
も
出
來
る
。.
而
し
て
此
比 

一
軟
方
法
を
欲
望
•の
彈
カ
に

_

し
f

考
ふ
る
な
‘ら
ば
利
用 

一、
は
通
常
第 

ー
0

友
掛
妗
依
り
で
比
較
甘
も
る
V
の
^
あ 

る
b
:

「

吾

令

は

對

象

の

刺

藤

を

ば

そ

れ

が

充

す

所

の

欲

.鐵 

,

,の
.重
要
の
度
に
ふ
り
11
絕
對
的
に
評
價
す
る
の
で
あ
る 

.

.

.

.

.
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水
は
豐
富
.砍

淑

る

陸

上

：に

：於

て

ょ

*
^
も

海

上
の
船
に
於
て
.ょ
ト

有

用

©
^
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.で
k
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時
計
の
主
發
條
は
渦
狀
發
條i

り
も
强
.い
と
云
ふ
が
然 

し
偾
値
を
.云
ふ
時
に
は
斯
様
な
意
味
^
於

.
て

云

は

な

い
 

■ノ「

價
値
の
依
存
す
る
欲
镇
は
.
'

r

部
旣
に
張
り
觅
に
脹
ら 

ん
と
す
る
镟
條
の
賬
力
に
比
す
べ
き
.も
の
で
あ
る
o
を 

,れ
は
物
財
の
*

の
變
化

ビ典
に
變
化
し
從
ぴ
て
絕
對
的:  

狱
螌
が
充
足
せ
ら
る
、
.程
度
の
變
化
ビ
共
に
變
化
す
る 

，も
の
で
.あ
る
。」
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此
意
味
に
於
て「

最
も
有
«
な
飲
蕻
ゆ
最
も
有
用
な
':
.
'
:
; 

ら

ざ

る

財

の

を

れ

よ

，̂

も
小

*.
る
.も
の
.で
あ
る
。
水
11 

.
巳
に
涡
を
櫞
しV

只
水
俗
せ
ん
ミ
す
る
人
に
依
b

y
 

よ
り
も
渴
の
爲
め
に
死
せ
ん
ビ
す
る
人
に
よ
b

て
よ
^
' 

多
く
欲
望
せ
ら
れ
る
;0
,
で
あ
る
。
0

値
の
依
存
す
る
は 

欲
盟
で
あ
り
、
か
く
0
如
き
欲
0
で
あ
る」

(

註
づ
1) 

..ロ
ィ
ド
は
か
く
利
用
年
價
値
、ヒ
を
區
別
し
，
而
も
此 

泥

同

せ

ら

る

、
恐*'
る
を
說
き
、
遂
に
此
點
よ
k
限
界 

利
用
說
に
達
し
れ
も
の
、
如
く
で
あ
る
。
.

「

も
し
旣
.に
一 

打
'の
上
着
を
有
す
る
者
^
向
ク
て
汝
が
持
.つ
上
着
を
與 へ

ん
と
ず
れ
ば
彼
は
恐
.ら
ぐ
は
答
.へ

る

で

あ

ら

，
ス
。

余 

は
^

れ
に
利
用
を
有
せ
ぬ
s C

然
L
彼
は
兹
に
抽
象
^
：
! 

利
用
を
語
つV

.

ゐ
る
の
で
は
な
い
。
上
着
を
澤
山
に
所 

有
し
て
ゐ
る
欲
望
の
狀
滕
の
下
'に
於
て
彼
が
有
す
る
‘利 

用
を
語
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
，れ
は
價
値
と
は
同
.一
の 

も
の
に
非
ず
マ」

す
る
も
、
そ
れ
代
極
め
て
.近
き
も
の
で 

あ
る
。•
上
着
は
充
分
に
供
給
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
惝
の
下 

に
»

t
は
彼
に
對
し
何
ら
の
利
用
を
有
し
な
.い
も
の
で 

'あ
る
7
故
に
多
く
を
持
て
ば
持
つ
程
其
尊
^
の
度
に
於 

て
懷
被
が
少
く
な
つ
て
來
る
._
°
然
し
こ
れ
は一

fc
的
意 

義
に
，於
け
る
刺
用
の
に
於
け
る
上
«
の
利
用
ヒ
は 

.著
し
く
異

.れ
る
も
の
で
あ
つ

‘て
、
決
し
て
之
e
混
同
せ 

ち
る
べ
き
も
の
で
は
^

い
。」
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ン-
.口
ィ
ド
は
利
用«
價
値
ぐ
し
鹤
る
と
云
.ふ
と
き
に
人

 々

は
科
用
を
：

i

象
的
意
義
に
於v

用
取
る
も
の
な
る
を
力 

說
し
、
特
種
の
®
義
に
用
ゆ
べ
か
ら
す
と
な
し
穴
。
此 

、
の
特
種
の
意
義
こ
そ
現
今
に
於
け
も

「

M
界」

の
意
義
で
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雜 

'
錄
矻
れ
ら
，れ
れ
る

あ
つ
て
、
彼
は
日
く「

聪
極
的
意
義
に
於
て
價
値
が
充 

さ
る
、
欲
螌
と
充
3
れ

ざ

る

欲

瘦̂:
の

間

の

乖

離

の

限
 

界

に

於

て

现は
る
、
心

の

感

じ

を

®

味

す
る
も
の
な
る 

こVJ

疑
ふ
べ
く
も
な
い』
.(
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r

ズ
考
へ
て
見
る
ど
所
謂
全
都
利
用
は
ロ
イ
ド
に
於 

け
る
抽
象
的
利
用
で
あ
り
、
デ
エ
デ
ン
ス
の
ス
ァ

イ

ナ̂

ユ
I

チ
ジ
タ
、ク
ィ
ー
ナ
！
の
グ
レ
ン
ツ
ヌ
ッ
ゼ
ン
、ク
イ 

グ
ス
チ<

^
ド
の
マ
ー
デ
ナ 
' ル
*
ユ
チ
リ
テ
、
ク
ラ
ー
ク
の.
. 

ス
ペ
シ
フ〜

ユ
チ
タ
：テ
は
，：ロ.イ

ド

の#'
:

■
的

利

用

で 

は

あ-る

ま
.い
.か
.マ

J

疑

は

る、

。
.
，
‘.
.
：
.
.
_

.
J

.

Wイ
ド
は
一
の
結
氧
を
導
ぃ
ft
。
.
日
く
價
値
の
概
念| 

ゆ
交
換
ビ
は
獨
立
に
し
て
フ
之
に
先
行
す
る
も
の
で
が
一 

る
ど
。
‘又
：偕
値
^
は
：f

定
0
僩
人
に
對
す
5:
_
財
の
眞」

 

實
的
重
要
の
程
度
で
あ
冬
と
。「

對
象
ば
口
ビ
ン
ジ
シ
•

. 

ク
ル
ス
ー
の
如
く
孤
立
せ
る
.個

人
の

場

合

',に

も

馨

著
 

に
O

V

眞
實
的
に
重
要
た6
得
y

c
、
英
國
に
存
在 

す

を

や

う

な

社

會
^

於

て
も

又

然

る

を■得

る」

。
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イ
ド
は
兹
に
個
人
的
徵
翁
$

«
會
»
徵
^

^
の
區
別
i; 

’
邈
看
し
た
！
：で
ぁ
る
。「

蒉
人
は
明
に
個
人
の
使
用
の
爲 

め
に
作
ら
れ
た
る
物
財
に
し
て
、
そ
れ
が
他
の
人
間
に 

對
し
.絕
對
的
比
無
甩
で
.ぁ
‘

從

^
て
交
換
®
値
を
欠
ぐ 

I.

場
合
に
於
て
も
、
自
分
に
ど
な
で
實
際
に
刹
用
あ
b
睛 

I,

値
あ
る
物
^
認
む
る
.
.こ
と
.が
出
來
るC」

但レか 

一
会
の
極
め
て
稀
な
る
こ
ヒ
は
奴
論
で
あ
る
。 

ロ
'

J:
ド 
40 

」

之
を
認
め
た
。然
れ
ど
もr

物
財
を
し
て
其
所
有
者
，の
評 

價
に
於
て
ょ
h
多
◊
の
働
値
ゐ
ら
し
む
る
作
業
0'
泛
ネ 

a

a

o

nはj

切
の
他
人
の
評
値
.に
於
て
そ
れ
を
h
い
ト 

a
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
f 

w 
も
考
へ
^
ら

-̂
l
る
：。
一
 

(
註
十
四)

ロ
イ
ド
が
個
人
的
價
値
ミ
社
會
價
値
ビ
の
間 

^

M

t

ビ
考
へ
、
特
定
0'
個
人
に
對
す
る
鼓
値
ミ 

;■
:
全
#I

®
に
對
.す
：る
價
値
ミ
办
.間
に差
あ
6

と
考
ベ
た
こ 

と
は
，此
に
ょ
つ
て
明6 1

:

で
あ

る

？ 

/

_

最
後
に
彼
は
：内
在
1

値
を
論
じ「

價
値
な
る
.

は̂
' 

物

规

に

坐

具

的

(

イ
シ
へ.レ
シ
1)

な
る
性
1質
を
表
.は

す
.

h 

i

0で
は
な
い
。
そ
れ
は
.心
の
感
情
を
表
は
す
も
の
で 

ぁ
ぅ
、
，
從

づ

て

其

感

情

^
影
響
を
及
ぼ
す
外
界
事
情
の 

變
化
ビ
共
ft
變
化
す
る
も
の
で
あ
る
。：

而
も
其
變
化
は 

目
的
た
る
物
財
の
：內
在
的
性
*

の
.變
化
の：

存
否
如
何
に 

か
、
は
ら
な
い」
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紹
分

’
英

國

所

得

_
法

調

査

委

員

會

. 

報

告

書

'

M
i
n

'dtes 

of E
v
i
d
e
n
c
^
t
a
k
e
a
y
f
o
r
e

 the 

R
o
y
a
l

 

commission 

o
n the 

i
n
c
i
e

H
a
x
,

英
國
政
府
.は
昨
年
f

稅
法
®

遍
稅
法
を
含
ひ)

の 

全
體
に
亙
り
て
、
課
税
、
0

範

圍

ヽ

稅

率

、

轉

嫁

.等

の

諸
 

惘
題
を
始
め
'、
現
行
の
：法
律
#

に
慣
例
に
如
何
な
る
改 

芷
を
施
す
を
必
舉
と
す
る
や
の
問
題
を#
議
す
可
き
調 

赍
委
員
會
を
組
織
し
、

コ
ル
ゥ
ヰ
ン
卿
を
委
員.©
に
S 

ニ
十
三
名
の
人
士
を
婺
良
に
任
命
し
た
り
。
委
員
中
に 
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き
勞
働
激
酸
員
あ

蜜
號
一
侧
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